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アリス･ペック･デイ･ヘルス･システムズ

クリティカルな電子カルテ･システムの無停止稼動を実現

　

ビジネスの状況
アリス･ペック･デイ･ヘルス･システム
（Alice Peck Day Health Systems）は、最新
のアニュアル･レポートの表紙に謳うとおり
「私たちの元気な未来」を築くことを目指し

ている。ニュー･ハンプシャー州コネティカット･リバー･シティ･オ
ブ･レバノンの地域診療所として創業したアリス･ペック･デイ (APD)
は、2つの州にまたがる 20のコミュニティで初期診療、自立生活と
日常動作支援介護の両サービス、さらにリハビリテーションから脳
神経外科に至るまでの専門サービスを提供している。医療スタッフ
増員や地域クリニック数の増大とサービスの拡充に伴い、この 25床
の病院は新たな事業計画と新技術インフラに投資する段階に入った。

病院の経営層は戦略的事業成長計画の中で ITとデータ･センタの改
善を決断していた。APDは既に 14年間にわたり病院情報システム
(HIS)を使用していた。過去 3年の間に仮想化ソフトウェア･プラッ
トフォームを導入して 24の仮想サーバ上で Active Directory、 
Microsoft® Exchange、 Corepoint Integration Engine、ビジネス･イン
テリジェンス、ディスク全体暗号化、といった様々なアプリケーショ
ンを稼動させていた。

新たな電子カルテ (EMR)ソフトウェアの評価とテストを開始するに
際して、IT部門では既存の仮想化環境がシステムダウンに対する十
分な対策を提供しないという点が懸念事項として持ち上がった。IT
スタッフによる 24時間対応は不可能であり、人手の介入を必要とせ
ずにできる限り自動的にビジネスの継続を維持してくれるシステム
が求められたのだ。万一の大災害が発生した場合には EMRの連続稼
動が維持されないという問題はスタッフの心に大きな課題としての
しかかっていた。

このようなスタッフの心配は、掘削機が光ファイバーと ISDN回線
の配管を壊してしまったときに現実のものとなった。医療 /手術設
備と 10マイル離れた敷地の別棟のデータ･センタを結ぶ ISDN回線
の一部が断線したのだ。「私たちは病院から遮断された孤島となって
しまったのです。」と語るのは APDの情報サービス･ディレクターの
ロレーン･ニコルズ氏 (Lorraine Nichols, Director of Information 
Services, APD)。

「私たちは主力データ･センタをメインのビルに移設する予定でした
が、それは3年先の計画でした。EMRの構築が順調に進むにつれて、
既存設備の不備を克服する手段を探し出さなければならなくなったの
です。」

Stratus Avance ソフトウェアによる課題解決
APDは診療所のペーパーレス化を図るためのソフトウェア･プラット
フォームとして Greenway Medical Technologiesの外来 EMR(電子カ
ルテ )パッケージを採用した。最初の 6ヶ月間での順次導入と続く
6ヶ月間でのテストという段階的本番移行の計画が立てられた。無停
止稼動と異なる 2つのサイトへの併設という病院の要求への回答とし
て Greenwayは標準 x86サーバ上で稼動する Stratus Avance 無停止
型仮想化ソフトウェアを推奨した。

QUICK FACTS

SOLUTION PROFILE

PRODUCTS AND SERVICES

・データ･センタと IT への投資は病院の
   安定運営と成長に欠かせない。

・システムの無停止稼動が新電子カルテ･
   ソフトウェア導入成功の鍵を握る。 

・仮想化が優れた費用対効果を生み、同時に
   ネットワーク管理の簡素化を実現。

・サーバの分離配置が事業継続性とディザスタ･
   リカバリを確かなものに。 

・Stratus Avance 無停止型仮想化ソフトウェア

・Stratus の遠隔監視･管理サービス

・グリーンウェイ･メディカル･テクノロジー
   Greenway Medical Technologies の
   外来電子カルテ･ソフトウェア

・業界標準 IAサーバ

「Avanceは仮想化機能を標準に備えるという私達がそれ
　まで見たことのないソフトウェアでした。電子カルテ･
　ソフトウェアのモジュールは、わずか2台一組のサーバ
　上で無停止の信頼感を持って稼動するのです。」

Lorraine Nichols, Director of Information Services, APD

「Avanceソフトウェアは実に廉価でありながら、無停止
　やディザスタ･リカバリ能力への要求に一切妥協する
　必要はありませんでした。」　

Mike Mahar, Systems/Network Administrator, APD



C A S E  S T U D YStratus® Avance™ Software 

www.stratus.co.jp

日本ストラタステクノロジー株式会社
〒102-0085 東京都千代田区六番町６　勝永六番町ビル
TEL:   03-3234-5562  /  FAX:  03-3234-6733

Stratus、Stratus Technologiesロゴ、Stratus logoは登録商標であり、Avance、Avanceロゴは、Stratus Technologies Bermuda Ltd.の商標です。Windowsは米国およびその他の
国における Microsoft Corporationの商標または登録商標です。Linuxは、Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。その他の文中に引用された
社名／製品名／サービス名については、各々の会社の商標ないしは登録商標であり、各所有者が商標権を保持しています。

Copyright © 2011 Stratus Technologies Japan, Inc. & Stratus Technologies Bermuda Ltd. All rights reserved.

【Avance事業本部】  TEL:  03-3234-5202
Email:  avance.jpn@stratus.com
URL:   http://www.stratus-avance.jp
（受付時間：9:00 ～ 12:00/13:00 ～ 17:00　土日祝日、弊社指定休業日を除く）

http://www.stratus-avance.jp/ 2011年 10 月：US 事例翻訳版制作

「スペースは限られていてサーバの二重化や分離配置のノウハ
ウもないことが Avanceソフトウェアに着目した理由でした。」
とニコルズ氏。「2社のパートナーの提案を得て VMwareをベー
スとするソリューションを検討しましたが、それでは自動運転
は不可能でクラスタ方式のレプリケーションが必要でした。
Avanceは仮想化機能を標準に備えるという私達がそれまで見
たことのないソフトウェアでした。電子カルテ･ソフトウェア
のモジュールは、わずか 2台一組のサーバ上で無停止の信頼感
を持って稼動するのです。」

Avanceソフトウェアは 2台のサーバ上に無停止仮想化コン
ピューティングのプラットフォームを自動的に構築してくれ
る。APDの Greenway社製 EMRソフトウェアは病院の建屋に
設置されたプライマリ Avanceプラットフォームとデータ･セ
ンタ内設置のセカンダリ･プラットフォーム上で稼動する。
Avanceソフトウェアは全てのコンピューティング･リソースを
管理し、故障の予兆を検知して障害停止を予防する。たとえハー
ドウェアが故障してもリアルタイムのサーバ二重化アーキテク
チャによりアプリケーションは中断なく稼動を続けデータの喪
失は発生しない。

データは 2台のサーバ･ノード間で同時に二重書きされ、さら
にプライマリとセカンダリのプラットフォーム間でほぼリアル
タイムに複製される。因みに一つの Avanceプラットフォーム
の内部の 2台のサーバも 5キロメートル以内の距離であれば
別の場所に設置することが可能だ。「Avanceという自動化され
たソリューションのおかげでネットワーク管理が実に簡単にな
るのです。」と APDのシステム /ネットワーク管理者であるマ
イク･マハ氏 (Mike Mahar, Systems/Network Administrator, 
APD) は話す。「Avanceソフトウェアは実に廉価でありながら、
私たちは無停止やディザスタ･リカバリ能力への要求において
一切妥協する必要はありませんでした。」

ニコルズとマハの両氏は Greenway社からの EMRソフトウェ
アのメジャー･リリース新ヴァージョンの出荷を待ち望んでい
る。既存ヴァージョンのソフトウェアが診療所ネットワークに
サービスを提供している最中に Avanceのもう一方のノードで
新メジャー･リリースへのアップグレードを実施するというのは
重要な実証試験となるだろう。「ソフトウェアのアップグレード
やパッチを当てる作業には実に神経を使いますが、Greenway
と Stratusがこれまでと同様の手厚いサポートを提供してくれ
れば心配はないでしょう。」

導入効果
2011年 4月、Greenwayの医療業務管理システムが最初のモ
ジュールとして本番稼動を始めた。同年年末までに 8箇所全て
のクリニックが電子処方箋保管、メッセージング、オンライン･
ドキュメンテーションのシステムを使用できることになる。仮
にこの EMRシステムが 2010年に導入されていれば 4万件の診
療所受診記録が書類の代わりに電子的に記録されていたことに
なるが、この数値はこれからますます増えて行くことになる。
Avanceプラットフォームへの EMRシステムの実装は計画どお
りに進んだ。「私達は一度だけ問題に直面しましたが、それはす
ぐにプライマリとセカンダリのプラットフォーム間の構成上の
手違いであることが分かりました。」とマハ氏。「ストラタスの
サポート担当者のレスポンスは抜群で、その知識と手厚さは印
象に残るものでした。」

2011年内に外来電子カルテ･システムが全面稼動することを踏
まえて、APDは他の分野を無停止コンピューティングの対象に
入れることを視野に置いている。IT部門の計画によればそれは
病院情報システム (HIS)の無停止化だ。

「Avanceという自動化されたソリューションのおかげでネットワーク管理が実に簡単になるのです。」
Mike Mahar, Systems/Network Administrator, APD

APDは診療所のペーパーレス化を図るため
のソフトウェア･プラットフォームとして
Greenway Medical Technologiesの外来
EMR(電子カルテ)パッケージを採用した。




